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北九州市告示第４１５号 

 平成２９年北九州市告示第２４９号で告示した港湾法の規定による公募占用

計画の変更の認定のうち、指定した港湾区域内水域等の区域を変更したので、

次のとおり告示する。 

  平成２９年１０月３０日 

                    北九州市長 北 橋 健 治   

１ 指定した港湾区域内水域等の区域 

  次の各地点のうち①－１の地点から①－５の地点までを順次に結んだ線及 

び①－１の地点と①－５の地点を結んだ線により囲まれた区域、②－１の地

点から②－１６の地点までを順次に結んだ線及び②－１の地点と②－１６の

地点を結んだ線により囲まれた区域、③－１の地点から③－６の地点までを

順次に結んだ線及び③－１の地点と③－６を結んだ線により囲まれた区域（

藍島漁港区域（寄の浦西側突堤基部を中心として半径２，０００メートルの

範囲）及び白洲灯台周辺の岩礁から離隔距離３００メートルの範囲を除く。

）並びに④－１の地点から④－４の地点までを順次に結んだ線及び④－１の

地点と④－４の地点を結んだ線により囲まれた区域（別図のとおり） 

  ①－１の地点 北緯３３度５９分４５秒東経１３０度４１分５４秒 

  ①－２の地点 北緯３３度５８分１５秒東経１３０度４１分５７秒 

  ①－３の地点 北緯３３度５８分１２秒東経１３０度４５分５２秒 

  ①－４の地点 北緯３３度５８分３３秒東経１３０度４５分５０秒 

  ①－５の地点 北緯３３度５９分４５秒東経１３０度４４分０３秒 

  ②－１の地点 北緯３３度５７分１５秒東経１３０度４２分００秒 

  ②－２の地点 北緯３３度５６分３５秒東経１３０度４２分０１秒 

  ②－３の地点 北緯３３度５６分３６秒東経１３０度４３分４４秒 

  ②－４の地点 北緯３３度５６分３２秒東経１３０度４３分５６秒 

  ②－５の地点 北緯３３度５６分３２秒東経１３０度４４分５９秒 

  ②－６の地点 北緯３３度５６分５２秒東経１３０度４４分５９秒 

  ②－７の地点 北緯３３度５６分５５秒東経１３０度４５分２０秒 

  ②－８の地点 北緯３３度５６分５９秒東経１３０度４５分２０秒 

  ②－９の地点 北緯３３度５７分０３秒東経１３０度４５分２６秒 

  ②－１０の地点 北緯３３度５７分１４秒東経１３０度４５分２６秒 

  ②－１１の地点 北緯３３度５７分２４秒東経１３０度４５分４８秒 

  ②－１２の地点 北緯３３度５７分２３秒東経１３０度４４分４９秒 

  ②－１３の地点 北緯３３度５７分１７秒東経１３０度４４分４９秒 

  ②－１４の地点 北緯３３度５７分１７秒東経１３０度４４分３９秒 
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  ②－１５の地点 北緯３３度５７分２３秒東経１３０度４４分３９秒 

  ②－１６の地点 北緯３３度５７分２１秒東経１３０度４３分１７秒 

  ③－１の地点 北緯３４度００分１６秒東経１３０度４６分３１秒 

  ③－２の地点 北緯３３度５８分４２秒東経１３０度４６分３８秒 

  ③－３の地点 北緯３３度５８分１０秒東経１３０度４８分２９秒 

  ③－４の地点 北緯３３度５８分０９秒東経１３０度４９分１９秒 

  ③－５の地点 北緯３３度５８分４９秒東経１３０度４８分２３秒 

  ③－６の地点 北緯３３度５９分３４秒東経１３０度４７分２４秒 

  ④－１の地点 北緯３３度５７分２５秒東経１３０度４６分４３秒 

  ④－２の地点 北緯３３度５７分１９秒東経１３０度４７分１０秒 

  ④－３の地点 北緯３３度５７分１９秒東経１３０度４９分０２秒 

  ④－４の地点 北緯３３度５７分２６秒東経１３０度４９分１９秒 

２ 変更年月日 

  平成２９年１０月３０日 
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指定した港湾区域内水域等

の区域

別   図
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北九州市公告第７４９号 

 環境影響評価法（平成９年法律第８１号）第３条の７第１項の規定により意

見を求められた北九州響灘洋上ウィンドファーム（仮称）に係る計画段階環境

配慮書について、環境の保全の見地からの意見書を作成したので、北九州市環

境影響評価条例（平成１０年北九州市条例第１１号）第３４条第２項の規定に

より、次のとおり公告する。 

  平成２９年１０月３０日 

北九州市長 北 橋 健 治   

環境影響評価方法書（以下「方法書」という。）以降の環境影響評価手続に

向けた留意事項 

（１） 風力発電設備の出力、基数及び配置について 

風力発電設備の出力、基数及び配置並びにその他の対象事業の内容を

極力具体的に示し、環境影響評価に係る調査、予測及び評価の手法を取

りまとめること。 

（２） 工事計画について 

事業実施想定区域が広範囲に及ぶため、エリア毎の工事期間について

、方法書以降の図書に記載すること。また、工事期間が長期にわたるこ

とから、工事の進捗を踏まえ、柔軟な環境配慮ができるよう、施工順序

等に配慮した計画とすること。 

（３） 集合設置について 

事業実施想定区域内に多数基の風車を設置するため、集合設置の影響

について、調査、予測及び評価を行うこと。また、評価の結果、重大な

影響が懸念される場合には、適切な環境保全措置を講ずること。 

（４） 海生生物について 

水中騒音が海生生物に与える環境影響への配慮について、方法書以降

、更なる検討を行うこと。 

（５） 藻場について 

事業実施想定区域内において広く藻場が分布していることから、最新

の分布状況を把握し、風車の配置を検討すること。 

（６） 評価手法について 

先行事例の知見や最新の知見などを踏まえ、事業の実施に伴う環境影

響を可能な限り把握するよう努めること。 
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